
令和６年４月１日現在

7 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

250 人

248 人
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0 人

1 人

1 人

1 人

1 人

0 人

2 人

2 人

3 人
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0 台

0 台

4 台

0 台

16 台

年額 42,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等に関する調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

03-3415-1190

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 東京都
所在地

〒157-0066

市町村名 世田谷区 東京都世田谷区成城1-21-14

消防団事務所管 成城消防署警防課 電話番号（直通） 03-3416-0119 FAX

消防団名 成城消防団 メールアドレス seijyo2@tfd.metro.tokyo.jp

組
織

分団数 ホームページURL

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数 　成城消防団は、世田谷区西部に位置した特別区西端の消防団です。担当区域は、
南北に細長く、交通網として東西に京王線と小田急線の２鉄道路線、南北に主要道路
として環状八号線が走っています。「成城」と聞くと閑静な住宅街を思い浮かべると思
いますが、多くの歴史ある神社・仏閣をはじめ、緑多い公園や学校、商店街を中心とし
た昔ながらの住宅街など多種多様な街並みを持っています。

　そうした中、災害対応以外でも祭礼の警戒など地域に密着した活動を行う成城消防
団と地元住民との信頼関係は非常に強いものとなっています。それを表すかのよう
に、成城消防団で運用している１３台の可搬ポンプ積載車のうち９台が地元の町会や
商店会から寄贈していただいているものです。

　このような地元に根差した活動を行う成城消防団は、令和元年１０月１日付けで消防
団員の定員充足率１００％を達成し、その後も募集広報を推進して入団促進を展開
し、消防団員の定数確保に努め、充足率１００％以上維持を継続しています。

　在職している消防団員の多くは地元出身の居住地団員ですが、団本部には担当区
域内にある「日本女子体育大学」の女子学生団員が２１名在籍しています。団本部に
在籍していることから、主な活動は防火防災思想の啓発や消防団員募集広報、成城
消防団主要行事の支援などですが、年に１回実施される大学の自衛消防訓練では活
動服を身につけ、先頭に立って在学生を指導しています。女子学生団員は、日本女子
体育大学のライフセービング部に所属し、人のためになりたいという志を持って成城消
防団に入団しています。その志は、部活動の中でも代々受け継がれ、毎年新たな後
輩消防団員が誕生しています。

　成城消防団は受け継がれる歴史の中に若い風を吹き込みつつ、これからも地域の
安心安全のために、団員一同、一致団結して活動していきます。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和６年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


